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あるようなかたちに、英語を中心に、英語を
介さないと他の言語にたどり着けないような
世界が、もしかしたらやってきてしまう。す
くなくとも、近づいていることは間違いあり
ません。 
それに対して、中国と日本のお互いの研究
を進めていく。相手の言語で、それぞれに研
究を進めるかたちの研究が進むと、右側の図
のようになります。まだ右側の図では足りな
くて、本来は、それぞれの言語間に全て線を
引かなければいけないのですが、このような
それぞれの言語間に非常にフラットな関係を
築く可能性があると思われるわけです。国内
にそれぞれ大きな自国言語の学術空間を持つ
にいたった中国と日本とでは、それが先駆例
として実現できる可能性がある、と考えられ
ます。少なくとも、特定の一言語のみが世界
共通の学術用語を名乗るような状況を相対化
できます。 
さて、おそらくは、そのようなことを考え
て、日本文化人類学会でも国際化に関する人
類学の研究会をした後、第 3回目からは全て
東アジアの研究取り上げています。ですから、
学会においても東アジア研究は重視されてい
ますが、私が見たところ、まだ十分でないと
思われる部分があります。それを述べてこの
発表をおしまいにします。 
一つ目は、お互いに学び合うというシステ
ムを構築していかないといけない。私が留学
をしているときに、中国の大学院生に「日本
の研究者もそうだし、欧米の研究者も、中国
の大学に留学にやって来るけど、目的はフィ
ールドワークで、大学では中国の学問を勉強
しない。お前たちは、私たちの場所をただの
調査地と見ているのだろう」と言われました。
わたしは、結構、当たっていると思って、胸
にズキッと、今でも刺さっています。フィー
ルドの人々から教えられるのと同じように、
その訪問先の国々で、その国の学問とそのあ
り方を勉強するのは当たり前の姿勢ではない
でしょうか。それをしっかりとおこなう。相
互に学び合う関係を確認する必要があると思
います。 
それから、日本側は、学会の名簿通り、日
本の研究をしている人が多いのであれば、中
国からやって来る、日本に関心がある研究者
たちをしっかりアテンドする仕組みをつくる
べきです。それがない限りは、中国から日本
に関心のある人々が来たときにも対応ができ
ない、残念なことになるでしょう。これは、
もちろん中国からの来る人類学者だけのため
ではないのですが、現在、日本研究をするた
めに訪日する研究者に十分な研究の機会が提
供されているでしょうか。 
現在、両国間の人の往来も容易になり、交
流は頻繁になっていますが、だからといって
両国間の学問が自動的に発展するとは限りま
せん。中国国内で、学問的なトレーニングを
受けた人材を、ある程度、計画的に派遣して
もらったり、こちらからも同じく計画的に育
ててゆくなどして、両国で活躍できるような
研究者を育てていくことが、今後必要になる
のではないでしょうか。呉文藻氏の時代のよ
うに、先見の明がある人物がその才能を用い
て個人でそれを進めてゆく、というより、今
後は、組織的に、こうした交流を続けてゆく
必要があるのではないか、それが私の提案で
す。以上、ご清聴どうもありがとうございま
した。 
 
